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宇宙の階層性

ヒッグス粒子が宇宙の発展で
果たした役割

宇宙開闢の理解へ向けて

宇宙の歴史

ウロボロスの蛇は，ノーベル物理学賞を受賞した
Glashowが提案したもので，自然の階層性を示して
いる。蛇が自分の尻尾を飲み込もうとしているよ
うに，この世である宇宙全体の理解には，自然の
最小単位である素粒子の理解が不可欠になる。

素粒子物理学が
研究対象として
いるところ

＝誕生直後の宇
宙はミクロな世

界

ヒッグス場により電子が質量
を獲得した。その結果，原子
が形成された
→宇宙が晴れ上がる

原子の軌道半径は，電子の質量に反比例する。
→ヒッグス場により電子質量が決まったので，宇宙が現在の姿に
なった。原子が生まれ，そして，我々も誕生した。原子の大きさ，
すなわち物の大きさの

スケールにも電子質量が影響を与えている。

LHC実験ではヒッグス粒子を発見したが，各素粒子の質量がなぜそ
ういう値を持つのか理解できていない。電子の質量がなぜ現在の値
0.5MeV/c2なのかもわかっていない。
（ヒッグス詳細については別ポスターにて）

この宇宙には4種類の力が存在する。誕生直後，あるいは誕生の瞬間
は，この4つの力が実は1つの力として働いていた可能性がある（＝
力の超統一）。素粒子物理学が目指す力の統一は，宇宙開闢の瞬間
の力学の理解に繋がる。

ヒッグス粒子の発見により電弱統一理論が完成した。次の
ステップである，強い力と電弱力の統一は，超対称性
（SUSY）が存在すれば可能であることが理論的に示唆さ
れている。
超対称性が存在すると，重力をも含めた超統一の可能性が
ある。
（超対称性の詳細については別ポスターにて）

大型加速器を
使って，宇宙誕
生直後の世界を
再現・研究
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